
1

　デーリィマン社・全国酪農協会が主催しているオールニッポン・ホルスタイン・コンテストにおいて養老牛の佐藤広光さ
ん所有のノーズヒル　ジャーナリスト　ウイン　ET号が４歳クラスでオールニッポンを受賞しました。
　オールニッポンは平成23年に全国の共進会・ショーで活躍した乳牛の中からノミネートされ写真により判定されます。
ジャーナリスト　ウイン号は昨年、根室ホルスタイン共進会で４歳クラス１等賞１席、更に９月に行われた北海道総合共進
会でも１等賞２席に入ったことが評価され今回ノミネートされました。
　尚、オールニッポン受賞はJAけねべつでは６頭目の受賞となりました。おめでとうございます。

第33回 オールニッポン・ホルスタイン・コンテスト受賞
ノーズヒル　ジャーナリスト　ウイン　ET　　　　佐藤　広光氏　所有
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年部　　　版

 平成24年度スローガン

『Exciting Innovation ～想いから行動へ～』！
 年間活動テーマ

『私たちの手で私たちの未来を』！！

北海道農協青年部連絡協議会
 第61回定期総会

　

平
成
二
十
四
年
四
月

三
日
（
火
）
に
Ｊ
Ａ
道

青
協
の
第
六
十
一
回
定

期
総
会
が
札
幌
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
（
札
幌
市
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
全
道
各
地

の
盟
友
が
集
ま
り
、
多

く
の
意
見
や
要
望
が
挙

げ
ら
れ
、
全
議
案
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
四
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『Exciting　

Innovation　

～
想
い
か
ら
行
動

へ
～
』、年
間
活
動
テ
ー
マ
は
『
私

た
ち
の
手
で
私
た
ち
の
未
来
を
』

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
熱
い
青
年

部
活
動
が
展
開
さ
れ
る
実
感
を

致
し
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
も

行
わ
れ
、こ
の
度

新
役
員
と
な
っ

た
皆
様
に
は
前

役
員
の
皆
様
に

続
き
、
活
躍
を

期
待
し
て
お
り

ま
す
。

〈
副
部
長

　

鹿
野　

亮
平
〉

　

平
成
二
十
四
年
度
新
役
員

会　

長　

黒
田　

栄
継

　
　
（
十
勝
・
Ｊ
Ａ
め
む
ろ
）

副
会
長　

稲
村　

英
樹

　
　
（
石
狩
・
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
）

副
会
長　

金
子　

孝
雄

　
　
（
上
川
・
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
）

副
会
長　

斎
藤　

和
弘

　
　
（
釧
路
・
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
）

監　

事　

行
天　

英
宏

　
　
（
後
志
・
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
）

監　

事　

岩
倉　

健
悟

　
　
（
留
萌
・
Ｊ
Ａ
南
る
も
い
）

計根別農協青年部 第61回通常総会

　

平
成
二
十
四
年
四
月
十
二
日
（
木
）
に
計
根
別
農
協
二

階
会
議
室
に
て
計
根
別
青
年
部　

第
六
十
一
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
中
村
部
長
よ
り
「
東
北･

北
海
道
大
会
、

全
国
大
会
で
の
発
表
で
は
農
協
よ
り
多
大
な
助
成
を
い
た

だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。
二
十
四
年
度
は
高
い
目
標
を
立
て
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
致

し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
に
は
多
く
の
来
賓
の
方
々
が
ご
臨

席
下
さ
り
、
西
塚
組
合
長
よ
り
「
若
い
時
代
に
青
年
部
で

組
織
の
こ
と
を
色
々
学
び
、
仲
間
作
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
次
世
代
を

背
負
っ
て
い
く
青
年
部
員
に
期
待
し
た
い
」
と
ご
挨
拶
を
頂
き
、
Ｊ
Ａ
根
室
地

区
青
協　
西
田
尚た

か
し

副
会
長
か
ら
は
「
計
根
別
青
年
部

の
活
躍
は
他
の
単
組
へ
の
刺
激
と
な
っ
た
。
根
室

管
内
盟
友
が
一
丸
と
な
っ
て
農
業
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
東
部
支
部
の
喜
来　
清
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
を
進
行
し
、
全
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
っ
て
は
久
保
副
部
長
よ
り
「
部
員

一
人
一
人
の
抱
え
て
い
る
悩
み
・
不
満
・
要
望
を

個
人
で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
声
に
出
せ
る
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
、
部
員

全
員
の
知
恵
と
発
想
と
能
力
を
集
結
し
、
よ

り
活
発
な
青
年
部
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
た
い
。」
と
新
年
度
へ
の
意
気
込
み
を

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
青
年
部
へ
の
ご
指
導･

ご
鞭
撻
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

乳
質
改
善
共
励
会

　

体
細
胞
の
部　

第
一
位　

本
別
支
部

　

生
菌
の
部　
　

第
一
位　

本
別
支
部

　
　
　
　
　
《
事
務
局　

石
川　

将
貴
》

新役員の方々です（奥より会長）出席した副部長２人
何を思って撮ったのか…

中村部長のあいさつ
かっこいいです

議長を務めていただきました
喜来さん、素晴らしい進行でした

総会には多くの部員が出席致しました
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活動実績発表での活躍が
表彰されました

第61回 根室地区青年部連絡協議会 通常総会
　

平
成
二
十
四
年
四
月
十
九
日
、
根
室
農

業
会
館
三
階
に
て
第
六
十
一
回　

根
室
地

区
青
年
部
連
絡
協
議
会　

通
常
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
事
業
表
彰
で
は
、
東
北
・
北
海
道
大
会
、

全
国
大
会
で
の
当
青
年
部
の
活
動
実
績
発

表
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
長
を
務
め
た
Ｊ
Ａ
標
津
青
年

部
の
大
西
さ
ん
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ

り
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員

改
選
で
は
左
記
の
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

会　

長　
　

西
田　
　

尚
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
）

　

副
会
長　
　

石
森　

裕
治
（
Ｊ
Ａ
中
春
別
）

　

副
会
長　
　

渡
辺　

英
徳
（
Ｊ
Ａ
標
津
）　　
　
　

※
単
組
部
長
兼
務

　

監　

事　
　

水
沼　

圭
介
（
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
）　

※
単
組
部
長
兼
務

　

監　

事　
　

金
子　

琢
哉
（
Ｊ
Ａ
中
春
別
）　　
　

※
単
組
部
長
兼
務

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に

向
け
た
特
別
決
議
（
案
）
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

管内の多くの盟友が出席致しました

新役員の方々です（左から会長）

ロボット牛舎見学会に青年が参加
　

四
月
十
七
日
に
コ
ー
ン
ズ
・

エ
ー
ジ
ー
が
主
催
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
牛
舎
見
学
会
（
更
別
村
）
に

酪
農
後
継
者
等
六
名
が
参
加
し
、

実
際
に
使
用
し
て
い
る
牧
場
で

生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
将

来
の
投
資
に
向
け
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。

真
剣
に
話
を
聞
く
酪
農
後
継
者

ストレスを感じさせない
『アストロノート』

七
海
牧
場
に
て
…

ス
ム
ー
ズ
な
入
退
出
を
実
現
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ＪＡ根室地区女性協総会
　

三
月
二
十
七
日
、
中
標
津
町
根
室
農
業
会
館
会
議
室
に
て
第
五
十
六
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
管
内
役
員
二
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
活
動
報
告
・
収
支
決
算
、
二
十
四
年
度
活
動
計
画
・
収
支
予

算
（
案
）・
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
（
案
）
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
今
年
度
は
、
任
期
満
了
に
つ
き
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
吉
田
ゆ
き
子
さ

ん
（
再
）、
副
会
長
・
畠
山
友
子
さ
ん
（
再
）・
渡
辺
広
美
さ
ん
（
新
）、
監
事
・

伊
藤
邦
子
さ
ん
（
新
）・
熊
谷
幸
子
さ
ん
（
新
）
の
五
名
が
役
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ジ
ョ
イ
ラ
フ
掲
載
商
品
の
し
お
ド
ー
ナ
ツ
と
た
い
焼
き
、
草
も

ち
の
試
食
・
説
明
と
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
プ
ロ
ハ
ー
ブ
」
の
岐

阜
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
（
株
）
プ
ロ
ハ
ー
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
三
浦
紀
子
氏
の
「
美
と
健

康
ミ
ニ
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。
三
浦
氏
か
ら
は
美
と
健
康
に
つ
い
て
と
て
も
楽

し
い
お
話
を
し
て
頂
い
た
他
、
プ
ロ
ハ
ー
ブ
の
全
身
用
ク
リ
ー
ム
で
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
仕
方
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
《
事
務
局
・
岩
本
》

吉
田
会
長
挨
拶

監査報告をする渡辺監事と小場監事

平成24年度新役員
右から吉田会長、畠山・渡辺副会長、伊藤・熊谷監事

「さわやかな朝の～」って歌ってます（笑）
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家族間でのルールづくりを推進

計
根
別
農
協

　
家
族
協
定
調
印
式

４/13
　

経
営
移
譲
に
伴
い
農
業
経
営
に
必
要
な
資
産
の
分
割
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

お
互
い
に
責
任
を
持
っ
て
経
営
に
参
画
し
、
近
代
的
な
農
業
経
営
の
確
立
と

健
康
で
明
る
い
家
庭
環
境
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
家
族
協
定
の
調
印

式
が
四
月
十
三
日
に
農
協
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
葛
西
裕
之
さ
ん
（
中
計
根
別
）、
後
藤
順
さ

ん
（
西
上
標
津
）、㈲
中
村
牧
場
（
旭
新
養
老
牛
）、河
合
千
春
さ
ん
（
中
本
別
）、

蛭
田
健
太
郎
さ
ん
（
南
本
別
）、
斉
藤
剛
士
さ
ん
（
酪
進
）
の
六
組
が
西
塚

組
合
長
や
各
地
区
の
農
業
委
員
さ
ん
の
立
会
人
の
も
と
調
印
致
し
ま
し
た
。

　

調
印
後
、
西
塚
組
合
長
か
ら
経
営

を
次
世
代
に
譲
っ
た
ご
両
親
に
対
し

て
、
永
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
も
ら

お
う
と
旅
行
券
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

協定を結んだ６家族と立会人

西塚組合長から旅行券を贈呈
｢長い間ご苦労様でした。｣

４
月
の
各
種
総
会

4/20　乳検組合総代会 4/20　酪農ヘルパー利用組合総会

4/18　地区連合協議会総会 4/18　担い手育成協議会総会
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今月の

珍客来宅
　大麻地区の斎藤明さん宅に道東では
珍しいたぬきが迷い込みました。
　そのたぬきは足に怪我を負っていた
ため捕獲し、森田動物病院で治療した
あと山に戻す予定。

　

平
成
二
十
四
年
四
月
十
三
日

に
西
塚
牧
場
で
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｙ　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｏ

１
０
０
」
の
実
演
会
が
あ
り
、
㈱

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｓ 

Ａ
Ｇ 

横
浜 

隆

則
氏
・
小
池
美
登
里
氏
が
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
体
の
大
き
さ
と
し
て
高
さ

が
一
〇
四
㎝
、
直
径
一
一
一
㎝
、

重
量
約
五
七
四
㎏
と
コ
ン
パ
ク

ト
な
印
象
で
、
超
音
波
セ
ン
サ
ー

で
壁
や
フ
ィ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
等
と
の
距
離
や
時
間
を
計
測
し
な
が
ら
走

行
し
、
餌
の
多
い
場
所
で
は
無
理
に
寄
せ
ず
自
動
で
迂
回
し
て
餌
寄
せ

を
継
続
、
餌
寄
せ
終
了
後
は
直
線
三
～
四
ｍ
の
充
電
ス
ペ
ー
ス
に
て
自

動
充
電
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
物
（
機
械
等
）
に
衝
突
し
た
場
合
、
停

止
し
ア
ラ
ー
ム
で
周
囲
に
知
ら
せ

ま
す
。

　

西
塚
牧
場
で
は
、
試
験
導
入
し

て
約
十
日
目
を
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
１
０
０
に
牛
が
脅

え
る
様
な
素
振
り
が
無
く
、
走
行

す
る
際
に
鳴
る
「
ピ
、
ピ
、
ピ
」

と
い
う
音
に
反
応
し
飼
槽
に
牛
が

集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
朝

牛
舎
に
来
た
際
に
残
飼
も
減
っ
て

い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

（
営
農
部　

営
農
振
興
課　

石
川
）

こんにちは、私はJUNOです？

ＪＵＮＯ100実演会

「
し
ま
っ
た
！
」

「
犬
の
エ
サ
で
だ
ま
さ
れ
た
!!
」

「
ど
こ
に
連
れ
て
い
か
れ
る
の
か
な
？
」
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総　　会

理 事 会

西塚　秀夫

佐藤　良文

監 事 会

部長　中瀬　　満 部長　佐々木照弘

係
長
課
長
兼
務　

係　

羽
田　

依
世

   係
長
課
長
兼
務　

係　

成
戸　

道
典
・
斎
藤　

有
利

   係
長
課
長
兼
務　

係　

深
瀬　
　

望

係
長
部
長
兼
務　

係　

沼
倉　

由
希
・
倉
田　

瑠
美
・
福
本　

留
未
・
渡
辺
お
り
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝　

侑
平
（
試
用
職
員
）

係　
　
　
　

長　

川
目　
　

聡　

 

係　

吉
川　
　

茜
・
石
神
亜
希
子

係
長
課
長
兼
務　

係　

渡
辺　

礼
南
（
試
用
職
員
）

係
長
課
長
兼
務　

係　

吉
田　

和
弘

   係
長
課
長
兼
務　

係　

石
川　

将
貴

係
長
課
長
兼
務

   係
長
課
長
兼
務　

係　

岩
本
め
ぐ
美
・
沼
倉　

亜
季

係
長
課
長
兼
務　

係　

筒
井　

悌
紀
・
大
槻　

勝
一
・
坂
元
み
ち
る 

   係
長
セ
ン
タ
ー
長
兼
務　

係　

須
藤　
　

功
・
喜
来　
　

実

係
長
主
幹
兼
務　

係　

白
幡　

明
大

係　
　
　
　

長　

萱
岡　
　

智　

係　

佐
々
木　

完
・
星
野　

洋
平
・
小
林　

央
知
・
森
脇　

拓
也

　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

美
幸
・
佐
藤　

愛
里
・
中
條　

匡
晃
・
田
村　

慎
吾

   主　
　
　
　

査　

田
渕　

弘
行
・
堀
田　

秀
哉　
係　

小
高　

亜
季
・
高
橋
久
美
子

   係　
　
　
　

長　

中
野　
　

庶　
係　

北
川　

未
来

   係　
　
　
　

長　

太
田　
　

孝　
係　

片
岡　

尚
子
・
玉
置　

博
斗
（
臨
時
職
員
）

組織機構図及び
職員配置図
平成24年4月1日現在

組 合 長

企画会議

理事兼務参事

購 買 委 員 会
販 売 委 員 会
総務企画委員会

バルククーラー
管理運営委員会

監 査 室

営　農　部
信用事業担当理事
部長　谷川　好則

金融共済部
部長　須崎　　徹
販　売　部

部長　松岡　幸樹
購　買　部 総　務　部

JA計根別

機構改革

総
務
電
算
課

審　

査　

課

金　

融　

課

共　

済　

課

営
農
支
援
課

営
農
振
興
課

営
農
企
画
課

畜
産
販
売
課

生
産
セ
ン
タ
ー

生
乳
販
売
課

酪　

農　

課

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

資
材
生
活
課

燃
料
部
品
課

総　

務　

係

経
理
電
算
係

審　

査　

係

金　

融　

係

共　

済　

係

営
農
相
談
係

生
産
技
術
係

基
盤
整
備
係

生
産
企
画
係

組
織
広
報
係

畜
産
販
売
係

生
産
セ
ン
タ
ー
係

生
乳
販
売
係

酪　

農　

係

資　

材　

係

生　

活　

係

燃
料
部
品
係

男子職員　41名
女子職員　19名
合　計 　60名

※ 太字 は４月１日付異動者

課
長　

蛎
崎　

康
夫

課
長
総
務
電
算
課
長
兼
務

課
長
部
長
兼
務

課
長　

大
友　

賢
治

課
長　

金
野　

智
樹

課
長　

熊
谷　

昌
仙

課
長　

大
矢
根
裕
辞

課
長　

岩
本　

忠
敏

　
　

セ
ン
タ
ー
長

　
　

課
長　

桜
井
昭
治

課
長　

高
橋　

英
穂

主
幹　

藤
田　

恒
久

課
長　

深
見　
　

亮

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　

川
目　
　

剛

課
長　

佐
藤　

厚
柱

主　

幹　

中
島　

昇

福
本

留
未

渡
辺
お
り
絵

須
貝

侑
平
（
試
用
職
員
）

渡
辺

礼
南
（
試
用
職
員
）

沼
倉

亜
季

大
槻

勝
一

坂
元
み
ち
る

北
川

未
来

田
村

慎
吾

玉
置

博
斗
（
臨
時
職
員
）

係
長
セ
ン
タ
ー
長
兼
務

係
長
主
幹
兼
務

太
田

孝

係
長
部
長
兼
務

太字

藤
田

恒
久
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こ
の
度
、
営
農
部　

営
農
支
援

課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
渡
邊
礼

南
と
申
し
ま
す
。
私
は
こ
の
計
根

別
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
好
き
な
地

元
で
働
け
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
二
月
中
旬
よ
り
計
根
別
農

協
の
各
部
署
で
研
修
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
三
月
末
に
は
札
幌
の
Ｊ
Ａ

カ
レ
ッ
ジ
で
十
一
日
間
の
新
人
研

修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
研
修
で

は
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
三
月
に
札
幌
大
学
経

済
学
部
経
済
学
科
を
卒
業
し
ま
し

た
。
在
学
中
は
経
済
を
学
ぶ
と
共

に
、
英
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
半

年
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
留
学

し
ま
し
た
。
持
ち
前
の
積
極
性
と

明
る
さ
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
は

農
協
職
員
と
し
て
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
一
生
懸
命
応
援
し
た
い
で
す
。

　

一
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合
金
融
共
済
部　

金
融
課
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
須
貝
侑
平
で
す
。

　

私
は
計
根
別
農
協
で
昨
年
の
夏

に
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
沢
山
の
事
を
勉
強
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
優

し
く
ご
指
導
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
三
月
に
農
協
学
校
を
卒
業

し
て
き
ま
し
た
、
そ
こ
で
農
協
に

つ
い
て
の
事
を
学
ん
で
き
ま
し
た

が
学
校
で
学
ん
だ
事
を
仕
事
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
農
協
の
貯
金
窓
口

を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の

事
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
少
し
で
も
早
く
仕
事
に
慣

れ
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
で
す
が
、
少
し
で
も
早
く
組
合

員
の
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
新
採
用
職
員
紹
介
＊

営農部 営農支援課

渡邊　礼南

金融共済部 金融課

須貝　侑平

お世話になりました

　
　
　
　
加
賀
谷
　
宏
　
実

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合

に
よ
り
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
を
も
ち
ま
し
て
計

根
別
農
協
を
退
職
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

　

三
年
間
と
い
う
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

計
根
別
農
協
職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
組
合
員
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

販
売
部
酪
農
課
に
配
属
さ
れ
、
人
工
授
精
業
務

を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
初
年
度
の
七
月
よ

り
一
人
で
現
場
を
回
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
地

図
を
見
る
の
が
苦
手
な
私
は
道
を
曲
が
る
た
び
に

地
図
を
く
る
く
る
と
回
し
な
が
ら
走
っ
て
い
ま

し
た
。

　

三
年
目
と
な
っ
た
昨
年
よ
り
、
大
成
地
区
の
授

精
を
担
当
、
ま
た
大
成
酪
農
同
志
会
の
事
務
局
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
事
務
局
の
仕
事
は
、

今
ま
で
乳
改
連
な
ど
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
自
分
自
身
が
担
当
と
な
る
と

う
ま
く
で
き
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
会

議
や
講
習
会
の
司
会
進
行
に
お
い
て
、
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
ず
言
葉
に
詰
ま
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
会

員
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
私
に
対
し
会
員
の
皆
様
は
優
し
く
助
言
し
て
下

さ
り
、
数
々
の
会
議
お
よ
び
講
習
会
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
志
会
の
一

大
行
事
で
あ
る
牛
祭
り
で
は
、
想
像
以
上
に
緊
張

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
志
会
行
事
を
通
し
、
事
務
局
と
し
て
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
頂
き
、
と
て
も
充
実
し
た
一
年
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
間
、
現
場
を
回
る
授
精
師
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
組
合
員
の
皆
様
と
の
直
の
お
話
は
毎
日

と
て
も
楽
し
く
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
地
元
に
戻
り
、
関
東
地
方
に

お
い
て
牛
に
携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
工
授
精
師
と
し
て
計
根
別
農
協
で
三
年

間
経
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、
少
し
で
も
地
域
の

皆
様
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
　
神
　
内
　
正
　
成

　

こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日

付
を
以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。
五
年

間
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
組

合
員
皆
様
や
役
職
員
、
関
係

各
位
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
の
お
陰
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

在
職
中
は
、
資
材
生
活
課
資
材
係
と
し
て
四
ヵ

月
、
生
活
係
と
し
て
四
年
八
カ
月
担
当
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
皆
様
か
ら
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
に
は
厳
し
い
お
言
葉
も

頂
き
ま
し
た
こ
と
が
、
現
在
の
自
分
の
成
長
に
繋

が
っ
て
い
っ
た
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
教
え
て
頂
い
た
事
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か

ら
は
道
東
あ
さ
ひ
上
春
別
の
酪
農
家
と
し
て
新
た

な
道
を
歩
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

長
い
様
で
あ
っ
と
言
う
間
の
五
年
間
。
本
当
に

同
僚
に
も
・
上
司
に
も
・
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も

恵
ま
れ
た
、
充
実
し
た
期
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の

ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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―― 農業者年金を受給されている皆さまへ ――

現況届は忘れずに提出を！
現況届は、年金を受給するために必要な毎年の手続きです。

●現況届の用紙が届くのはいつ？
　５月末日頃に直接受給権者ご本人あてに農業者年金基金から送付されます。

●現況届の提出はいつ？
　６月30日までに農業委員会に提出してください。

●現況届の提出を忘れたら？
　11月支給分から年金の支払いが差し止めになります。

　①経営移譲年金・特例付加年金を受給している方
　受給権者ご本人が、農地等を取得するなどして農業を再開していないこと（初めて現況届を提出される
方の場合は、農業所得の申告などの諸名義が経営移譲の相手方に変更していること）などをお確かめのう
え、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出し内容の確認を受けてください。

　②農業者老齢年金を受給している方
　受給権者ご本人が、現況届に署名・記入して６月30日までに農業委員会に提出してください。

※ 上記①または②において、受給権者ご本人が署名・記入することが困難な場合は、代理人（親族等）が
署名・記入をしてください。

5月31日は自動車税の納期限です
今年も自動車税の季節を迎えました。納期限は５月 31 日です。
納期限内納税にご協力をお願いいたします。

問い合わせ先　　納税に関するご相談は、根室振興局　税務課納税係
　　　　　　　　（0153）２４−５４６６（税務課納税係直通）
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成23年度3月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,546,532 103.7 99,029,730 102.0 153
Ｊ Ａ 中 標 津 町 11,010,880 101.8 126,890,232 102.4 187
Ｊ Ａ 計 根 別 7,373,824 100.4 87,067,727 101.2 158
Ｊ Ａ 中 春 別 10,133,840 104.3 116,604,850 100.6 182

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 8,168,911 100.3 97,456,518 100.3 165
上 春 別 支 所 5,426,500 101.1 63,958,327 101.5 85
別 海 本 所 13,971,410 102.9 165,938,108 99.5 273
根 室 支 所 4,075,171 106.9 49,221,984 100.9 94

小　　　　計 31,641,992 102.4 376,574,937 100.2 617
合　　　　　計 68,707,068 102.5 806,167,476 100.9 1,297

ホクレン根室家畜市場 一般市場　4月4日開催分　　税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル 　 オス 186 160 68,250 1,050 32,018 -6,769
初生・ホル　フリーマチン 6 0
初生・ホル 　 メス 12 12 222,600 40,950 146,213 -7,987
初 生・Ｆ１ 　 オス 137 123 174,300 7,350 111,129 14,635
初 生・Ｆ１ 　 メス 109 95 129,150 4,200 73,986 24,410
初生・和牛　オス 31 29 337,050 67,200 180,998 -30,372
初生・和牛　メス 22 16 273,000 36,750 89,578 -53,986
乳牛・ホル　育成 25 21 385,350 149,100 250,300 -24,800
乳牛・ホル　無育成
乳牛・ホル　初妊 12 7 526,050 362,250 457,800 61,775
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 157 147 520,800 25,200 243,914 -35,911
乳牛・ホ無　経産 44 42 316,050 52,500 136,750
乳牛・ホル系経産 1 1 101,850 101,850 101,850
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 1 1 76,650 76,650 76,650 55,125
肉素・ホル中トク　メス 1 1 5,250 5,250 5,250 0
肉素・ホル中トク　ヌキ 1 1 15,750 15,750 15,750 -25,009
肉素・ホル中トク　オス 3 2 33,600 13,650 23,625 2,100
肉素・ホル12ヶ月以上メス 8 8 184,800 26,250 78,750 -7,560
肉素・ホル12ヶ月以上オス 1 1 204,750 204,750 204,750 166,950
肉素・その他・ヌキ 1 0
廃 用・ 黒 毛 和 種 1 0
廃用・Ｆ１（交雑種） 1 1 84,000 84,000 84,000
廃 用 ・ ホ ル 163 158 140,700 21,000 74,138 -529
廃 用 ・ そ の 他 2 2 93,450 45,150 69,300 24,150

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　3月23日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 613 563 649,950 371,700 544,786 -6,341
乳牛・ホル初妊ET 26 24 732,900 420,000 635,513 -6,426
乳牛・ホ無　初妊 12 10 535,500 429,450 481,845 -31,430
乳牛・ホ無初妊ET 1 1 504,000 504,000 504,000

合　　　　計 652 598 732,900 371,700 547,306 -8,341

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　4月26日現在 800円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　3月12日開催分　　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 283 272 535,500 215,250 395,086 16,628
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 32 28 724,500 261,450 423,263 4,081
肉牛・黒毛　メス計 315 300 724,500 215,250 397,716 9,790
肉牛・黒毛　去勢 363 346 633,150 90,300 490,447 6,122
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 55 51 585,900 366,450 508,735 6,353
肉牛・黒毛　去勢計 418 397 633,150 90,300 492,796 4,375
繁 殖 ・ 黒 毛 46 34 795,900 99,750 361,169 -9,242
廃 用 ・ 黒 毛 31 27 162,750 16,800 75,717 -47,114

　　　　　4月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,579 34
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,365 − 108
そ の 他 の 未 経 産 20 0

計 7,964 − 76
経 産 牛 （ ホ ル ） 11,113 40
そ の 他 の 経 産 牛 18 − 1

計 11,092 6
合　　　　　　　計 19,095 − 35

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 708 − 44
黒 毛 和 種 　 オ ス 103 0

計 811 − 44
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 80 9
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 80 10

計 160 19
合　　　　　　　計 971 − 25
総　　　合　　　計 20,066 − 60

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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舎
飼
期
か
ら
放
牧
期
へ
の
移
行
は
、

早
め
の
準
備
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
た

い
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
早
め
の
放

牧
開
始
が
乳
牛
管
理
と
放
牧
地
の
管

理
に
も
重
要
で
す
。

１
．
早
期
の
放
牧
で
「
な
ら
し
放

牧
」
と
「
放
牧
草
の
伸
び
す
ぎ
」

防
止
を
実
現
し
よ
う
！

　

な
ら
し
放
牧
は
、
乳
牛
を
外
気
温

に
馴
ら
す
た
め
と
、
第
一
胃
内
の
微

生
物
を
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
貯
蔵
飼

料
か
ら
放
牧
草
に
対
応
さ
せ
る
た
め

に
、
短
時
間
に
制
限
し
た
放
牧
を
行

い
ま
す
。

　

期
間
は
、
初
産
牛
な
ど
の
放
牧
未

経
験
牛
で
二
週
間
～
一
ヵ
月
程
度
、

経
験
牛
で
は
十
日
間
程
度
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
草
丈
十
㎝
前
後
の
草
を

舐
め
る
程
度
の
放
牧
草
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
採
食
量
が
徐
々
に
増
加
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　

短
い
草
丈
で
の
な
ら
し
放
牧
の
開

始
は
、
放
牧
草
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
を
抑
制
し
、
採
食
さ
れ
ず

に
伸
び
て
し
ま
う
不
食
過
繁
草
を
増

や
さ
ず
、
放
牧
地
の
有
効
活
用
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

管
内
Ａ
牧
場
で
は
、
例
年
の
五
月

中
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
十
日
早
く
放

牧
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
放
牧
地
が

有
効
に
活
用
さ
れ
、
放
牧
期
間
の
乳

量
が
例
年
よ
り
高
く
維
持
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
図
１
）。

　

な
ら
し
放
牧
期
間
は
、
放
牧
草
だ

け
で
は
充
分
な
摂
取
量
と
は
な
ら
な

い
の
で
、
牛
舎
内
や
パ
ド
ッ
ク
等
で

粗
飼
料
を
充
分
給
与
し
て
、
乾
物
摂

取
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

採
食
量
の
向
上
に
は
飲
水
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
充
分
に
水
を
飲
め
る
環
境

が
必
要
で
す
。 

２
．
放
牧
後
の
施
肥
も
検
討
し
よ

う
！

　

放
牧
開
始
が
早
か
っ
た
り
、
転
牧

回
数
の
多
く
な
る
牧
区
は
、
早
春
の

肥
料
散
布
で
し
っ
か
り
草
量
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
放
牧
開
始
の
遅
く
な
る

牧
区
な
ど
は
、
春
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
不
食
過
繁
草
が

多
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

草
量
を
見
な
が
ら
転
牧
し
て
い
る
合

間
を
縫
っ
て
施
肥
を
行
う
こ
と
も
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。
施
肥
後
の
休
牧

期
間
は
七
～
十
日
間
程
度
必
要
で
す
。

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

早めの放牧開始が重要！

図１　Ａ牧場の乳量推移（乳検データより）

ならし放牧中は、牛舎やパドックで粗飼料も
充分に給与する必要があります。

早春の「ならし」が重要
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【ヨコのカギ】
１　シャンプーの後は、リン

スやこれでケア
７　↔従
８　３位が銅、２位が銀、１

位は？
９　ホーム○○○、ナイト

○○○、スポーツ○○○
10　鬼は外、福はどこ？
12　アニメーション
13　自分だけで考えた、独自

のやり方
15　ローレライで名高いドイ

ツを流れる川
17　忙しいのだから、○○が

なかったら呼ばないで
18　畳の部屋です
19　姿、格好。保つのは大変
21　天下の回り物
23　賞金めあての○○○番組
25　テニスコートの中央に張

られているのは
26　外すと音痴っていわれち

ゃう!?
28　紫外線がたっぷり含まれ

ています
29　坊主頭のこと

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成24年５月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D

【タテのカギ】
１　毎年一つずつとります
２　おしゃれな人は、敏感です
３　勝負は○○の運といいます
４　○○○○臭いなんていわ

ずに、スキンケアは毎日
しよう

５　これに含まれているカプ
サイシンが、ダイエット
に効きます

６　髪の毛を留める時に使い
ます

11　積もれば山になります
13　冗談
14　夏のおしゃれといえば、

水着とこれ
16　「ボーナス○○○○払いで」
18　「越後屋、おぬしも○○よ

のう」
19　誰が猫の首につける!?
20　親に、いろいろなところ

が似るのは、これだがら
22　キャンピングカーで○○○○

すれば、宿泊代が安あがり
24　形がゆがんでいます
25　指先のおしゃれに、○○○

アート
26　キング
27　○○ひまかけて、きれい

になります

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
３月号の答え ゴウカク

砂越　結仁さん　工藤　吉男さん　広瀬　敏雄さん
池上　徹典さん　安斉　春香さん

あ
と
が
き

　

四
月
に
入
り
例
年
で
す
と
雪
解
け
が
進
み
牧
草
地
の
雪
も
消
え
か
か
り
春
の

匂
い
が
感
じ
ら
れ
る
頃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
に
つ
い
て
は
雪
が
多
か
っ
た

た
め
か
ま
だ
春
は
遠
く
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
二
十
四
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
四
月
に
入
っ
て
か
ら
休

農
者
が
相
次
ぎ
四
月
だ
け
で
管
内
で
十
二
戸
が
リ
タ
イ
ヤ
し
、
昨
年
の
四
月
か

ら
は
三
十
四
戸
が
搾
乳
を
中
止
し
ま
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も
間
違
い
な
く
酪

農
家
は
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
新
規
就
農
者
の
希
望
が
間
に
合
わ
な

い
状
況
の
た
め
農
地
が
余
り
だ
し
て
く
る
の
は
目
に
見
え
て
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
で
先
行
き
は
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
た
め
に
『
今

何
が
で
き
る
か
』『
何
を
す
べ
き
か
』
を
み
ん
な
で
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
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ピカピカの１年生（組合員・職員の同居家族）

おめでとうございます 大きくなったら何になりたいですか？

計根別小学校


